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先端企業システムという現実は先端企業における新しい企業とビジネスにおける現実であ
り、より優れる企業システムにおける⽣産性や企業効率性などは、新たな企業システムへの
転換における新しい企業構築を提案できるものである。 
 
これらは全ての産業が知的集積産業への転換を求められることであり、これらが産業の新
しい現実を全ての産業において今⽇提案しているのである。 
 
また、IT システムにおける⾃動化などは、既存現実に対してはるかに⼤きな効率性におけ
る企業経営への転換を可能とできるものなのである。 
 
これらは企業システムの構築が次世代への転換にける企業経営への転換を可能とすること
を意味するものであり、これらは明らかに全ての企業において不可避の現実なのである。 
 
これらは次世代という基準とシステムにおける企業経営への転換を明⽰するものであり、
これらは経営チームにおける明確なコンセンサスを形成し、新たな企業環境の構築への投
資を求められるものである。 
 
また既存経営環境に対して、MBA システムの導⼊は、先端企業経営環境への転換を実現で
きるものと考える。 
 
また⽣産環境においてもより優れた⽣産性への転換は、新たな設備投資と⾃⼰環境の整備
において、企業システムとともにその感性という新しい企業の選択を有するのである。 
 
これら企業のシステム化は、企業の感性であるという判断は正しいと考える。これらは⾃⼰
ソフト資産を⾶躍させ新たな企業環境への転換をその先端性において実現できるのである。 
 
これらが既存環境の崩壊でなく⾶躍であることは正しいと考える。過去の企業努⼒がその
結果を求めることができるということであると考える。 
 
そのためこれら時代変化という機会への参加を提案したいと考えるものである。 


